
　

平
成
18
年
２
月
７
日
（
火
）
午

前
10
時
か
ら
管
理
組
合
会
議
室
に

お
い
て
、
岳
南
排
水
路
管
理
組
合

議
会
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

上
程
し
た
議
案
は
、
平
成
18
年
度

会
計
予
算
な
ど
審
議
案
件
３
件
と

報
告
案
件
１
件
で
す
。 

　

平
成
17
年
度
管
理
組
合
会
計
補

正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
予
算
を

２
，
１
８
３
万
８
千
円
減
額
し
、

総
額
７
億
６
，
１
３
８
万
２
千
円

と
し
ま
し
た
。
歳
入
は
排
水
量
の

減
少
な
ど
に
よ
る
使
用
料
の
減
額

と
基
金
運
用
に
よ
る
利
子
収
入
の

増
額
を
補
正
し
ま
し
た
。
歳
出
は

職
員
人
件
費
の
調
整
、
工
事
請
負

費
の
減
額
及
び
予
備
費
を
調
整
し

て
岳
南
排
水
路
基
金
に
積
み
増
し

を
し
ま
し
た
。 

－ 平成18年2月7日開催 － 
岳南排水路管理組合議会定例会 

この広報誌は再生紙を使用しています。 

平
成
17
年
度
 

会
計
補
正
予
算
 

平
成
17
年
度
 

会
計
補
正
予
算
 

　

平
成
18
年
度
管
理
組
合
会
計
予

算
は
、
歳
入
歳
出
予
算
を
７
億

５
４
０
万
円
と
し
、前
年
度
と
比
較

し
て
５
，２
４
０
万
円
6.9
％
の
減
額

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。主
な
要
因
は

使
用
料
の
減
少
及
び
基
金
繰
入
金

が
不
要
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。 

　

歳
入
で
は
、主
財
源
で
あ
る
使

用
料
収
入
は
、
新
た
に
２
工
場
が

廃
止
し
た
こ
と
や
、排
水
量
が
減

少
傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

前
年
度
と
比
較
し
て
２
，８
５
０
万

円
4.1
％
減
額
の
６
億
６
，１
９
２
万

円
を
見
込
み
ま
し
た
。こ
の
他
、前

年
度
か
ら
の
繰
越
金
、基
金
運
用

利
子
な
ど
４
，３
４
８
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。 

　

歳
出
で
は
、施
設
に
係
る
事
業

費
と
し
て
、管
路
施
設
の
整
備
に
２

億
７
，９
３
６
万
円
、ポ
ン
プ
場
の

運
転
や
整
備
の
た
め
９
，０
７
３
万

円
、
硫
化
水
素
な
ど
の
調
査
に

７
５
７
万
円
の
計
３
億
７
，７
６
６

万
円
（
前
年
度
比
較
５
％
増
加
）
計

上
し
、歳
出
総
額
の
５
３
・
５
％
を

平
成
18
年
度
 

会
計
予
算
 

平
成
18
年
度
 

会
計
予
算
 

新
年
度
の
主
な
事
業
 

新
年
度
の
主
な
事
業
 

管
理
組
合
職
員
の
給
与
に
 

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

管
理
組
合
職
員
の
給
与
に
 

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

　

水
管
橋
耐
震
診
断
業
務
委
託

は
、１
号
第
４
排
水
路
凡
夫
川
水

管
橋（
富
士
市
久
沢
地
先
）の
耐
震

診
断
及
び
補
強
工
法
等
を
検
討
す

る
も
の
で
す
。ま
た
１
号
第
１
排
水

路
凡
夫
川
水
管
橋
（
富
士
市
滝
戸

地
先
）
は
17
年
度
に
実
施
し
た
耐

震
診
断
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な

耐
震
補
強
工
事
を
施
工
し
ま
す
。 

　

管
渠
更
生
工
事
は
、老
朽
化
し

た
管
の
更
生
や
地
震
対
策
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
が
、今
年
度
は
６
件

（
富
士
市
依
田
原
町
、日
乃
出
町
、

今
泉
、比
奈
、依
田
橋
各
地
先
）
合

計
延
長
６
０
２
ｍ
を
施
工
し
ま
す
。 

　

今
泉
ポ
ン
プ
場
に
お
い
て
は
、ポ

ン
プ
１
台
の
分
解
点
検
作
業
委
託

を
実
施
し
ま
す
。
ポ
ン
プ
場
に
設

置
し
て
あ
る
４
台
の
ポ
ン
プ
は
そ

れ
ぞ
れ
10
年
毎
に
分
解
点
検
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

  　

管
路
測
量
調
査
業
務
委
託
（
富

士
市
中
河
原
地
先
外
）
は
流
量
計

算
等
に
使
用
す
る
た
め
、人
孔
に

お
け
る
管
底
高
を
調
査
す
る
も
の

で
、
平
成
13
年
度
か
ら
の
継
続
事

業
で
す
。 

  　

廃
止
管
路
対
策
工
事
（
１
号
第

１
排
水
路
・
富
士
宮
市
田
中
町
地

先
）
は
、住
宅
地
内
に
あ
っ
た
排
水

路
を
都
市
計
画
道
路
へ
ル
ー
ト
変

更
し
た
た
め
、不
要
と
な
っ
た
排
水

管
に
エ
ア
ー
モ
ル
タ
ル
を
充
填
し

閉
塞
す
る
も
の
で
、昨
年
度
か
ら

の
継
続
事
業
で
す
。 

　
「
地
方
自
治
法
」
が
改
正
さ
れ
、

職
員
手
当
の
名
称
が
改
め
ら
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
管
理
組
合
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
を
同
様
に
改

正
し
ま
し
た
。 

占
め
て
い
ま
す
。ま
た
、組
合
運
営

に
係
る
総
務
費
に
１
億
９
，３
２
９

万
円
、災
害
な
ど
に
備
え
て
基
金

積
立
金
１
億
３
，４
４
５
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。 

保
全
対
策
事
業
 

流
下
能
力
対
策
事
業
 

関
係
市
等
調
整
対
策
事
業
 

水管橋耐震診断業務委託（１号第４凡夫川） 
人孔補修工事（１号第１） 
管渠更生工事 
　　　　　１号第５　　　 
　　　　　１号分 
　　　　　２号第１ 
　　　　　２号第５ 
　　　　　３号第４ 
　　　　　４号 
水管橋耐震補強工事（１号第１凡夫川） 
ポンプ分解点検作業委託（今泉ポンプ場） 
 
 
管路測量調査業務委託（１号・５号） 
 
 
廃止管路対策工事（１号第１田中工区） 

富士市久沢地先 
富士市伝法地先 
 
富士市依田原町地先 
富士市日乃出町地先外 
富士市今泉地先 
富士市今泉１丁目地先 
富士市比奈地先 
富士市依田橋地先 
富士市入山瀬１丁目地先 
富士市今泉地先 
 
 
富士市中河原地先外 
 
 
富士宮市田中町地先 

φ450mm水管橋耐震診断　 L＝28ｍ 
人孔補修工　３箇所　　　Ａ＝45㎡ 
  
φ600mm　　L＝80ｍ 
φ1,650mm　L＝211ｍ　 
・□1,700×1,500mm　　L＝41ｍ 
φ600mm　　L＝61ｍ 
φ1,350mm　L＝68ｍ 
φ1,500～1,800mm　　L＝14１ｍ 
人孔耐震補強工　２箇所 
分解・点検整備　１台 
 
 
人孔管底高測量　70箇所 
 
 
φ700mm管路閉塞工　　L＝192ｍ 

新年度の主な事業  
保全対策事業 

流下能力対策事業 

関係市等調整対策事業 

管理者大綱説明 

議場風景 

歳入（会計年度内に入ってくるお金） （単位：万円） 
使用料（岳南排水路の使用料） 

繰越金（前年度からの繰越金） 

諸収入（基金運用利子など） 
合　　　　　計 

合　　　　　計 

66,192 

3,000 

1,348 

70,540 

歳出（会計年度内に使うお金） （単位：万円） 
管路施設費 

ポンプ場管理費 

排水調査費 

総務費 

積立金 

（管路施設の整備に） 

（ポンプ場の運転や整備に） 

（硫化水素などの調査に） 

（庁舎管理や事務費などに） 

（災害復旧などに備えた積立金） 

27,936 

9,073 

757 

19,329 

13,445 

70,540 

平成18年度予算 

平成１8年度組合会計予算決まる 平成１8年度組合会計予算決まる 平成１8年度組合会計予算決まる 

第　１８　号 
編　集　・　発　行 

岳南排水路管理組合 

e-mail : ex-gakuhai@ 
div.city.fuji.shizuoka.jp 

富士市今泉654番地の1 
 ☎(0545 ) 51 - 2623  
FAX( 0545 ) 51 - 2676  

平成18年3月29日 広 報「 が く は い 」 第18号（1） 



　

平
成
18
年
２
月
８
日
・
９
日

の
２
日
間
に
、管
理
組
合
職
員

が
研
修
の
一
環
と
し
て
、岳
南

５
号
の
ア
ス
テ
ラ
ス
静
岡
㈱

（
富
士
市
中
河
原
８
８
）へ
伺
い

ま
し
た
。当
日
は
、総
務
部
総

務
担
当
の
伊
豆
川
課
長
か
ら

工
場
の
概
要
説
明
を
受
け
、そ

の
後
、注
射
用
抗
生
物
質
を
調

製
・
充
填
・
検
査
・
包
装
し
て
い

る
第
２
製
剤
棟
を
案
内
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　

同
棟
内
は
、外
部
か
ら
の
雑

菌
や
異
物
の
持
込
を
防
ぐ
た

め
、入
室
者
は
更
衣
や
エ
ア
ー

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
な
ど
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、室
内
の
温
度
や
湿
度
は
常

　

平
成
18
年
3
月
31
日
付

で
渡
邉
局
長
の
定
年
退
職

に
伴
い
、新
局
長
に
管
理
組

合
施
設
課
長
の
丸
山
友
則

氏
が
就
任
い
た
し
ま
す
。 

　

丸
山
氏
は
、昭
和
53
年
に

採
用
さ
れ
て
以
来
、技
術

者
と
し
て
施
設
の
維
持
管

理
に
携
わ
り
、採
用
以
前
に

勤
務
し
て
い
た
民
間
建
設

会
社
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、管
渠
の
新
設
工
事

や
更
生
工
事
な
ど
を
広
く

手
が
け
て
き
ま
し
た
。 

　

今
後
も
、効
率
的
で
安

全
な
維
持
管
理
を
目
標
と

し
、地
震
等
の
災
害
に
強
い

施
設
作
り
を
推
進
し
て
行

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

に
一
定
に
保
た
れ
、薬
剤
の
充

填
室
は
無
菌
的
に
管
理
さ
れ
る

な
ど
、安
全
で
高
品
質
な
医
薬

品
を
提
供
す
る
た
め
、あ
ら
ゆ

る
工
程
で
徹
底
し
た
管
理
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　

グ
ル
ー
プ
企
業
で
あ
る
ア
ス

テ
ラ
ス
製
薬
は
、売
上
高
、研

究
開
発
費
に
お
い
て
国
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
、世
界
の
人
々
の

健
康
に
貢
献
す
る
よ
う
事
業

展
開
し
て
い
ま
す
。 

路線ごとの日程 

工場ごとの日程 

期　間 自　平成18年7月24日㈪　午前5時 至　平成18年7月28日㈮　午後5時 （延べ 108時間） 

日　時 
5 
7月24日㈪ 7月25日㈫ 7月26日㈬ 7月27日㈭ 7月28日㈮ 

17 12 5 17 5 17 5 17 5 17 路　線　名 
岳南1号排水路 

岳南1号分排水路 

岳南2号排水路 

岳南3号A排水路 

岳南3号B排水路 

岳南4号排水路 

岳南5号排水路 

岳南幹線排水路 

（第1・第2・第3・第4・第5・第6・第7） 

（第1・第2・第3・第4・第5） 

（第1・第2・第3） 

（第1・第2・第3） 

（第4・第5） 

平成18年度夏の
点検及び集中工事の
日程が決まりました

平成18年度夏の
点検及び集中工事の
日程が決まりました

平成18年度夏の 
点検及び集中工事の 
日程が決まりました 

ア
ス
テ
ラ
ス
静
岡
㈱
へ
研
修
 

ア
ス
テ
ラ
ス
静
岡
㈱
へ
研
修
 

平成1８年７月２４日（月）午前５時から７月２８日（金）午後５時まで 平成１８年７月２４日（月）午前５時から 
平成１８年７月２６日（水）午後５時まで 

地区 路線 工 場 名 地区 路線 工 場 名 地区 路線 工 場 名 地区 路線 工 場 名 

凡 例 

地区 路線 工 場 名 

富

士

宮

地

区
 

鷹

岡

地

区
 

蓼
原
地
区
 

比

奈

地

区
 

原

田

地

区
 

比
奈
・
鈴
川
地
区
 

今

泉

地

区
 

伝

法

・

吉

原

地

区
 

鷹

岡

地

区
 

1－1 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃 
 
〃 
〃 

 
 

1－1 
〃 
〃 
〃 
 
〃 
〃 

〃 
 
〃 
〃 
〃 
〃 
1－2 
1－3 
〃 

1ー4 

1－4 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃 
 
〃 
1－6 
1－7
〃 
1－1 
〃 
〃 
〃 
〃 
1－5
〃 
1－7
〃 
〃 
〃 

〃 
 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

1－分 
 
〃 
 
 

2－1 
〃 
〃 
〃 
〃 
2－2 
〃 
2－3
〃 

〃 
 

2－4
〃 
2－5
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
 

森永乳業㈱富士工場 
信栄製紙㈱ 
大宮製紙㈱ 
マスコ－製紙㈱ 
㈱ニッピ富士工場 
東京製紙㈱ 
王子特殊紙㈱第一工場 
富士宮事業所 
太洋紙業㈱ 
高尾製紙㈱本社工場 
 
 
㈲フジ化学 
丸王製紙㈱ 
丸富製紙㈱富士根工場 
西山工業㈱ 
東洋インキ製造㈱ 
富士製造所 
天間特殊製紙㈱ 
王子キノクロス㈱ 
富士工場 
王子特殊紙㈱第一工場 
丸井製紙㈱板紙工場 
滝沢製紙㈱ 
岳南第一製紙協同組合 
丸井製紙㈱家庭紙工場 
富士里和製紙㈱ 
丸金製紙㈱ 
東洋ファイバー㈱ 
富士工場 

富士共和製紙㈱ 
三六九製紙㈱ 
マツオカ製紙㈱鷹岡工場 
三和製紙㈱ 
大宮製紙㈱富士工場 
鷹岡事業所 
大宮製紙㈱富士工場 
久沢事業所 
新和洋製紙㈱ 
松菱製紙㈱ 
荒川化学工業㈱富士工場 
明治製紙㈱鷹岡工場 
高野製紙工業㈱ 
田子浦パルプ㈱ 
徳育製紙㈱ 
中西製紙工業㈱ 
富士メッキ㈱ 
三幸㈱ 
イデシギョ－㈱ 
㈱国光パルプ事業部 
明治製紙㈱伝法工場 
勇和産業㈱ 
キュムラス㈱ 
大宮製紙㈱富士工場 
伝法事業所 
大進加工紙㈱ 
紺屋製紙㈱ 
丸紅㈱静岡支店 
明治製紙㈱本社工場 
王子板紙㈱富士工場 

3B－4 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

3B－5 
〃 
 
4 
〃 
〃 

3A－1 
 
〃 

3A－2 
〃 

3A－3 
〃 

林製紙㈱ 
興亜工業㈱ 
朝日化学工業㈱富士工場 
日本大昭和板紙吉永㈱ 
ジヤトコ㈱ 
志田製紙㈱ 
久保田製紙㈱ 
市川製紙㈱ 
 
日本製紙㈱富士工場鈴川 
日本大昭和板紙吉永㈱ 
興陽製紙㈱ 

1－1 
1－分 
2－1 
3－1 
4 
5－1 
幹線 

岳南１号第１排水路 
岳南１号分排水路 
岳南２号第１排水路 
岳南３号第１排水路 
岳南４号排水路 
岳南５号第１排水路 
岳南幹線排水路 

イズミコ－ポレ－ 
ション㈱ 
三島製紙㈱原田工場 
望月紙業㈱ 
五條製紙㈱ 
小野製紙㈱ 
春日製紙工業㈱ 

平成１８年７月２４日（月）正午から 
平成１８年７月２８日（金）午後５時まで 
地区 路線 工 場 名 

平
垣
・
蓼
原
地
区
 

5－1 
〃 
〃 
〃 
5－2 
5－3 

幹線 

〃 

王子製紙㈱富士工場 
大興製紙㈱ 
日本製紙㈱富士工場富士 
王子特殊紙㈱富士工場 
アステラス静岡㈱ 
王子製紙㈱富士工場 

平成１８年７月２４日（月）午前５時から 
平成１８年７月２６日（水）午後５時まで 
地区 路線 工 場 名 

今
泉
地
区
 

日清紡績㈱富士工場 
三島製紙㈱原田工場 
依田橋 

静岡瓦斯㈱生産・供給 
管理センター 
㈲後藤商会 
 
 
㈱興人富士工場 
美藤製紙㈱ 
大二製紙㈱ 
丸富製紙㈱原田工場 
㈱田島鉄工所 
丸富製紙㈱今泉工場 
丸茂製紙㈱ 
東海製紙工業㈱ 
丸王製紙㈱吉原工場 
ダイニック㈱ 
大平カンパニ－富士工場 
ニットク㈱ 
和興製紙㈱ 
新橋製紙㈱ 
新橋製紙㈱第二工場 
大日製紙㈱ 
大日製紙㈱第二工場 
美藤製紙㈱第二工場 
富久興製紙㈱ 
ミヅホ製紙㈱ 

平成18年3月1日現在　使用工場数102工場（うち休止工場6工場） 

広 報「 が く は い 」 第18号（2） 平成18年3月29日 

新
局
長
に
丸
山
友
則
氏
 

写
真
提
供
・
ア
ス
テ
ラ
ス
静
岡
㈱ 


